
・ケイ酸カルシウム板第1種の切断・破砕 10月
　の際の隔離(負圧不要)の義務化
・レベル３建材の撤去は切断・破砕に
　よらないこと

・事前調査と保存の義務化 4月　　　　　　　　　　・調査記録の作成・保存を義務付け

・保温材等(レベル2）の計画届義務化
・隔離解除前の資格者による確認義務化
・仕上塗材をディスクグラインダー等で除去
　する場合の隔離(負圧不要)義務化
・作業状況の写真等での記録義務化

改正石綿則・大防法早わかり表

4月・事前調査結果の届け出義務化

   ・一定規模の建築物について石綿含

      有建材の有無にかかわらず調査結果

      の都道府県等への報告を義務付け

 (電子システムによる　解体：床面積80㎡以上　改修：請負金額100万円以上)

 (特定・一般建築物石綿含有建材調査者、アスベスト診断士、日測協A・Bランク等)

10月・事前調査者,分析者の資格要件法制化
　・一定の知見を有する者による書面・

　　目視等の調査方法を法制化

 石綿含有の有無にかかわらず全ての部材の事前調査が

 義務化（3年保存）

2020年(令和2年)

2021年(令和3年)

2022年(令和4年)

2023年(令和5年)

改正法施行のタイムスケジュール

厚生労働省 環境省

改正石綿障害予防規則 改正大気汚染防止法

 調査者・分析者の資格要件が法制化

 調査方法の明確化 (設計図書等文書、目視、分析)

 ほとんどの建物の解体・改修工事の事前調査結果

 届け出義務化

連携強化


